
 

 

 

 

 

 

１ 趣 旨                         

 「体験の風をおこそう」運動（以下「運動」という。）の趣旨を踏まえ、宇陀市・宇陀郡地域か

ら広く近隣の府県・市・町・村で「運動」の普及・啓発を行うとともに、体験活動を提供する機

会と場を拡充することで、更なる「運動」の充実・発展を目指す。  

 そのために、本事業の趣旨に賛同する構成団体及び機関との協力・連携をしながら、本年度も

奈良統一事業を中心的な事業として、運動の普及・啓発と体験活動の機会と場を提供していく。 

２ 事業内容                         

１．体験の風をおこそうｆｒｏｍうだ実行委員会の開催  （実行委員１６名） 

  第１回実行委員会  

日時：令和２年６月９日（火）１７：３０～１８：３０ 

場所：宇陀市役所 大会議室 

出席者：１４名 

   

第２回実行委員会 

    日時：令和３年２月２５日（木） 

場所：宇陀市役所 ２１２会議室 １７：００～１８：００ 

出席者：１８名 

 

２．「体験の風をおこそう」運動の普及・啓発 

（１）普及・啓発グッズの作成・配布 

   （下敷き：５，０００枚） 

    啓発グッズを作成し、実行委員が所属する団体の事業等において配布。 

    奈良県キャンプ協会、宇陀市教育委員会、奈良県立野外活動センター、 

    奈良市青少年野外活動センター、大和郡山市立里山の駅風とんぼ、生駒山麓公園、 

    奈良県子ども・若者支援団体協議会、子供のもり公園活性化協会 

                                ・・・８団体各５００枚 

    曽爾村教育委員会、御杖村教育委員会 ・・・２団体各１００枚 

    国立曽爾青少年自然の家       ・・・８００枚 

 

地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

体験の風をおこそう from うだ実行委員会 



（２）報道機関を活用した普及・啓発 

   奈良新聞社 

期日：令和２年１１月２２日（日） 

内容：新聞紙面にて「体験の風をおこそう」運動の広告を掲載し、普及・啓発を行った。 

 

（３）国立曽爾青少年自然の家が実施した広報活動 

   ①体験の風をおこそう運動のぼりの配布、設置 

【内容】宇陀市内幼稚園・保育園・こども園に依頼して配布、設置した。 

      ・榛原幼稚園 ・菟田野こども園 ・室生こども園 

      ・榛原東幼稚園 ・大宇陀こども園 ・榛原北保育園 

      ・しらゆり保育園 

②チラシ、啓発グッズの配布 

【内容】自然の家で行った事業の参加者に対してチラシ、啓発グッズを配布した。 

      ・下敷き ・バンダナ ・エコマイボトル 

 

３．子どもたちへの体験活動の提供 

（１）子ども、親子で体験するイベントの開催 

①事業名：「集まれ 小学生ランナーズ～エリック・ワイナイナさんと走ろう！～」 

期日：令和２年１１月１日（日） 

会場：宇陀市総合運動場 

参加者：１８名 

成果：第１部講演会・第２部ランニング教室の２部構成で実施した。 講演会では、高

校卒業後単身でケニアから来日したことなどを振り返り、「あきらめず頑張る」こ

との大切さが強く語られていた。子どもたちにも「Never give up」という言葉が

心に響いたようである。 

ランニング教室は、全ての参加者が取り組みやすい活動内容に工夫され、一人

一人が積極的に体験活動に取り組むことができていた。「両腕を縦向きに振る」な

どの指導を受けた参加者らは、実施前後で明らかに走るフォームに変化が見られ

た。「ランニングする際のポイントを教えて貰えてよかった。」や「日頃からどん

なトレーニングをすればいいのか知ることができた。」などの感想があった。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

②事業名：体験の風をおこそう“なら・あそびの広場” 

  期日：令和２年１２月６日（日）～１３日（日） 

会場：天理市「天理駅前広場 南団体待合所」 

成果：新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、チラシの配布やポスターの掲示 

をする広報イベントとして開催した。ポスターを見た方からの事業について問い

合わせがあるなど、体験の風をおこそう推進事業について普及、啓発をすること

ができた。 

 

（２）実行委員会が主催し、構成団体が主管するイベント 

①御杖村教育委員会 

事業名：冬期休業期間中 児童一時預かり教室 

時期：令和２年８月～１２月の平日（実施日数：９１日） 

参加者：６０５人 

成果：放課後を利用した子どもたちの体験活動を充実させることができた。 

 

    事業名：冬期休業期間中 児童一時預かり教室 

時期：令和２年１２月２５日（金） 

    参加者：１２名 

     成果：冬休み期間を利用して、フィールドアスレチックや皿を利用した七宝焼き体験 

       を提供することができた。 

 

②宇陀市 PTA協議会 

事業名：「集まれ 小学生ランナーズ～エリック・ワイナイナさんと走ろう！～」を参照 

 

 ③曽爾村教育委員会 

事業名：曽爾村放課後子ども教室（実施日数：９日） 

  時期：令和２年８月～１２月の平日 

 参加者：１９９人 

  成果：放課後を利用したなわとびやドッヂビー等の活動で、内容が充実したものとな 

    った。 

 

④奈良県立野外活動センター 

事業名：森のめぐみであそぼう 

期日：令和２年１２月１２日（土）  

令和２年１２月１３日（日）  

令和３年 １月１６日（土）  

令和３年 １月１７日（日）  

     会場：（１２月）イオンモール大和郡山 （１月）イオンモール橿原 



参加者：（１２月）４８８名 （１月）５２０名 

成果：親子で自然素材を使ったクラフト体験をする機会を提供した。  

 

⑤大和郡山市立里山の駅風とんぼ 

事業名：花いっぱい運動 

期日：令和２年１０月３１日（土）、１１月８日（日） 

会場：大和郡山市立里山の駅風とんぼとその周辺 

参加者：（１０月）１５名 （１１月）１３名 

成果：花の苗を参加者の手で園内に植え、植物に親しむ機会を提供することができた。 

   

⑥奈良市青少年野外活動センター 

事業名：自然体験教室（森の冒険教室、森のムッレ教室） 

期日：令和２年８月２３日（日） 

令和２年９月２０日（日） 

令和２年１０月４日（日） 

令和２年１１月２３日（月） 

令和２年１２月１３日（日） 

会場：奈良市青少年野外活動センターとその周辺 

成果：子どもの心身の発育に合わせて、生き物とのふれ合いなどの自然体験活動を提

供することができた。 

 

 

（３）国立曽爾青少年自然の家でのイベントの開催 

   

 ①事業名：そに森の子キャンプ 

 期日：令和２年７月１８日（土）～１９日（日） 

    令和２年１１月７日（土）～８日（日） 

    令和２年１２月２６日（土）～２７日（日） 

参加者：（７月）２３名 （１１月）２０名 （１２月）２２名 

 成果：小学校低学年の児童に森あそびの機会を提供し、レジリエンス力の育成の機会を 

   設けた。 

   

 ②事業名：アウトドアゲーム指導法講習会 

期日：令和２年９月２６日（土）～２７日（日） 

参加者：９名 

成果：IOREシートを元に、アウトドアゲームの指導法について学ぶ機会を提供した。 

 

 ③事業名：子どもゆめ基金説明会 

 期日：令和２年１０月２日（金） 



 参加者：２４名 

 成果：子どもゆめ基金が行う助成活動について説明し、普及・啓発を行った。 

 

④事業名：自然体験フェスタ 

期日：令和２年１１月２８日（土）、２９日（日）  

参加者：（１１月２８日）１１組４０名  

（１１月２９日）１１組４４名 

成果：親子での自然体験、クラフト活動など様々な体験活動を提供した。 

 

⑤事業名：曽爾でチャレンジ！家族 day！  

期日：１０月～１月 日帰り・宿泊 年間４回 

参加者：令和２年１０月３日（土）（６家族１８名） 

令和２年１２月２０日（日）（８家族２９名） 

令和３年１月１６日（土）（６家族２２名） 

令和３年２月１３日（土）～１４日（日）（９家族３５名） 

成果：季節に合わせた自然体験活動を家族に提供した。 

 

 

 

⑥事業名：親子でチャレンジ！プログラミング入門 

期日：令和２年１１月１日（日） 

参加者：４家族１０名 

成果：今年度から小学校で本格実施されたプログラミング教育について、親子で基本を

学ぶ機会を提供することができた。 

  

⑦事業名：通学合宿 

期日：令和３年１月２０日（水）～２３日（土） 

参加者：１２名 

成果：家族から離れ異なる学校・学年での集団宿泊生活や学習活動を通して、基本的生

活習慣や学習態度を身につけさせることができた。 

 

（４）出前事業 

事業名：室戸においでよ！家族 day！！ 

期日：令和２年１０月２４日（土）～２５日（日） 

 会場：国立室戸青少年自然の家 

参加者：１９組５９名 

成果：木のペンダントや自然の素材を使ったクラフト体験を提供することができた。 


